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ポジティブ教育と成育環境要因（ ）
―強み４要因と学校・家庭の目標構造―

○島井哲志（関西福祉科学大学） 竹橋洋毅（奈良女子大学）
宇惠 弘（関西福祉科学大学） 津田恭充（関西福祉科学大学）
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問 題

種類の強み について，

勇気，独創性などの知力，自己制御，思慮深さな

どの統制力，希望，審美心などの人間力，親切心，

親密性などの対人力の４要因が示されている。

強みに関しては，介入法などの報告があるが，

どのように強みが育成されるのかといった環境要

因の検討はほとんどないのが現状である。

ここでは，強みの 要因得点とグリットの関係

を検討し，その後，第 報告と同様に回帰分析を

用いて，強み 要因と子どもの頃の社会的要因の

関係について検討した。

方 法

調査手続きと対象 インターネット調査で実施し，

対象者は就労者 名 歳の男女 。

調査内容 現在のグリット 竹橋ら ，人格

的強み のほか，社会的要因について，中

学時代の学校の関わり：学校の習得重視，遂行重

視 ら ，学校享受感，親の習得重視，

遂行重視，社会性重視，親からの愛着 内海 ，

幼少期の裕福さと予測困難性 ら

。強みの 要因得点は合計し平均値を用いた。

なお，一連の発表は，同じデータセットを用いた

分析である。なお，本研究は関西福祉科学大学研

究倫理審査(承認番号 18-46)を受けて実施された。

結果と考察

強みとグリットの相関結果を見ると ，

すべての強みが，全体には関連があったが，下位

因子では，興味の一貫性では関連はほとんどなか

ったのに対して，努力では関連が明確であった。

強み 要因と現在のグリットの関連

強みの 要因を従属変数とし，報告 と同じ独

立変数を用いてステップワイズ法による重回帰分

析を行った 。全般的に，強みには学校や

親の習得重視が関連をもち，また，人間力や対人

力の強みでは，親の社会重視が大きな関連があっ

た。強みを育成していく働きかけとしては，社会

に役立つ人間となることを親が望むことが重要な

役割をもつ可能性を示した。

強み 要因を従属変数とする回帰分析

付記 本研究は，平成 ・ 年度関西福祉科学大学

共同研究費による。
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児童期から青年中期にわたる居場所の発達的様相
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大日方重利（ 法人 コミュニティ総合カウンセリング協会）
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問題と目的

居場所に関する従来の研究のほとんどは，個人にとっての

居場所の有無が，現時点もしくは限られた一定の期間につい

て検討されてきた。しかし，発達心理学では，個人の対人関

係が家族から友人，さらに一般的な社会的関係へと発達し，

それに伴って人格形成もなされることが明らかにされてい

ることから，対人関係と密接な関係にある心理的居場所につ

いても，発達的変遷があると考えられる。そのため，本研究

では，居場所の変遷が特に生起しやすいと考えられる児童期

から青年中期における居場所の心理的構造を検討すること

を目的とする。

方 法

調査対象者：中学生 名 男 名，女 名

高校生 名 男 名，女 名

いずれも，中国地方の 県内の生徒と関西地方の 県内の生

徒で，その人数はほぼ ： の割合であり，対象の地域差相

殺が狙いである。

調査内容：過去 現在中学生であれば小学生時，現在高校生

であれば中学生時 ，およびそれぞれ現在における自身の居

場所の有無とその種類に関する質問紙（筆者ら作成）①に加

え，自身の居場所に関して居場所感の強さを測定するために

安定感・疎外感・被受容感・没入感・有用感の 因子からな

る居場所感尺度 岸・諸井， ②，自尊心を測定するため

の自尊感情尺度 山本・松井・山成， ③，また他者との

関係性をどの程度深く築きたいかを測定するための親和動

機尺度 杉浦， ③が用いられた。

結 果

（１）居場所の種類の発達（下図）

小学生時の居場所は家族と友だちが拮抗して多いが 中学

生・高校性では家族が減少し 友達が維持され さらに高校

生では単なる友だちでなく 部活・クラブやその他の学校活

動の仲間の場合も増えてくる。

（２）居場所と自尊心・親和動機との関係（下表）

自尊心と居場所の５因子との関連は 小学校時においては，

有意な相関が１つであるが 中学生さらに高校性になると有

意な相関が増加する。親和動機と居場所の関連は 小学生時

にすでに有意な相関が３つあり 中学生から高校生になると

有意な相関は４つないし５つ（全因子）になっている。

（３）居場所の継続性と居場所因子の関連

小学校時代から中学時代 また中学時代から高校時代へと

それぞれ自分の居場所が継続している生徒は，それが中断し

ている生徒と比較すると 前者では ポジティヴな４因子（安

定感，被受容感，没入感，有用感）が発達的に強まり 逆に

ネガティヴな因子（疎外感）は弱まる傾向が認められた。

考 察

小学生時から高校生時における居場所は 単に物理的な場

所ではなく 自我や社会性（対人関係）などの発達と相互関

連して複雑な発達的様相を呈する と言えよう。
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